
 

 

 

 

 

 

 

2020 年春号 

            地域包括支援センターは大阪市の委託を受けた高齢者の総合相談窓口です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西成区北西部地域包括支援センター 

 

体力維持にも気を付けましょう。 

 

詐欺にも気を付けましょう。 

 

・手洗い、うがい、咳エチケット（マスク着用、くしゃみ・咳にはハンカチで 

鼻・口を覆う）ましょう。 

・「換気の悪い密閉空間」「人が密集」「近距離での会話や発声が行われる」 

場所では感染が心配されます。 

 

外出が減ると体力が落ちることが心配です。また外出が制限されることでストレスがたまります。

適切な外出と交流をしましょう。 

・人混みをさけて散歩しましょう。 

・自宅でできる体操を続けましょう。 

・家でできる楽しみで体を動かして、ストレスを発散しましょう。 

 

 

新型コロナウイルスに便乗したいろいろな詐欺が確認されていて、注意が必要です。 

・「下水道にコロナウイルスがついているので洗浄したほうがいい」 

・「新型コロナウイルス対策として助成金配布をする」 

・「費用を肩代わりするので検査を受けるように」 

・「新型コロナウイルスの感染を防ぐために、行政から委託を受けて消毒に回っている」 

などなど役所や水道会社の社員をかたっての電話が確認されています。金銭的な被害がなくても、

個人情報の入手や所在確認を目的に電話をかけている可能性が考えられます。 

電話を切って警察や消費者センターに相談してください。 

大阪市消費者センターの電話番号は、6614-0999 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

     

 

 

 

 

 

 

 

                                    

  

   

 

 

  

西成区北西部地域包括支援センター 

西成区鶴見橋 2-12-23 アジールコート 1階 

℡ 06-6568-8400 

月～金曜日：午前 9時～午後 7時 

土曜日：午前 9時～午後 6時 

梅南・橘ブランチ 

西成区松 3-1-16 はぎのさと別館 

℡ 06-6656-0322 

月～金曜日：午前 9時～午後 5時 30分 

1月 28日、西成区役所周辺の野外で訓練を行ない 

ました。5グループに分かれて、 

「道に迷っている認知症の方に声掛けをして、 

電話をかける」という設定です。 

訓練を終えてからはグループワークを行ない、 

参加者皆それぞれで活発な意見交換が行われました。 

声掛けのタイミングって本当に難しい…  

実際困っている方を見かけたときは、役立てこと事が    

出来るようにと参加者全員の思いが一緒になった訓練 

でした。この次同じ訓練があるときには、多くの方に 

体験していただければいいなぁと思います。 

1月 31日、ケアマネジャー向けの勉強会を行ないました。 

高齢の夫婦世帯、拒否があり家の中に入れないという事例

を使って支援方法をグループワークで話し合ってもらいま

した。正解のない困難な事例でしたが、熱い意見交換が出来

たようで、ケアマネさんからは「インフォーマルを活用して

いく大切さを学びました」「新しい知識も得られてよかった

です」などの意見をいただきました。 

2月 9日午後 7時からゆ～とあいで長橋地域の課題の 

まとめを地域の方と検討してきました。 

今後の展望として、身体機能が低下し認知症に 

なっても何らかの形で社会参加できる取り組みを、 

住民の方々と 

一緒に考案していく必要がある、という意見を共有しました。 

 


